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思
い
と
、「
小
学
校
に
導
入
さ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
た

い
」
と
い
う
市
内
小
学
校
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
と
学
校
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
担

い
、
対
象
児
童
や
学
習
の
内
容
、
支
援
の

範
囲
な
ど
を
決
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
学
校
で
は
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

の
児
童
を
対
象
に
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
動

画
）
等
の
制
作
を
通
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

下
の
写
真
は
、
今
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
の
様
子
で
す
。
毎
回
、
講
師
の
今
村

准
教
授
か
ら
そ
の
日
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

学
習
内
容
や
方
法
の
説
明
が
あ
り
、
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
助

言
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
限
ら
れ

た
時
間
と
回
数
の
中
で
、
楽
し
み
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
、
自
分

の
表
現
し
た
い
も
の
を
作
品
と
し
て
具
体

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
技
能
や
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
方
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
を
高

め
て
い
く
と
と
も
に
、
作
品
の
完
成
や
子

授
で
、
１
回
１
時
間
半
の
講
義
・
演
習
と

30
分
の
情
報
交
換
会
を
約
20
回
（
６
か
月

間
）
行
っ
て
１
ク
ー
ル
と
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
考
え
方
や
教
え
方
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
使
い
方
等
を
学
ぶ
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勉
強
会
に
お
け
る
「
学
び
の
循
環
と
実

践
」
の
場
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
、
勉
強
会
を
繰
り
返
し
受
講

し
て
自
身
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
、
メ
ン

バ
ー
同
士
で
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
場

で
す
。
勉
強
会
で
の
演
習
時
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
日
も
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
等
を
活
用
し
て
学
習
状
況
を
伝
え

合
っ
た
り
、
疑
問
点
を
教
え
合
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
お
互
い
の
学
び
を
確
認
し
、

深
め
て
い
き
ま
す
。
も
う
１
つ
は
、
学
校

の
課
外
（
ク
ラ
ブ
）
活
動
等
に
お
け
る
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る

場
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

勉
強
会
と
学
校
と
の
連
携
は
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
が
、「
学
ん
だ
成
果
を
学
校
や

地
域
に
還
元
し
た
い
」
と
い
う
勉
強
会
の

　

新
潟
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
時
代

や
社
会
の
変
化
、
並
び
に
市
民
の
専
門
性

の
高
い
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
学

習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
６
年
度

よ
り
「
に
い
が
た
市
民
大
学
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
市
民
大
学
に
は
、

「
受
講
者
が
自
主
的
に
学
習
成
果
を
地
域
活

動
や
教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
く
」
と
い

う
目
的
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
講
座
修
了
後

に
多
く
の
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
（
23
団
体
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中

か
ら
学
校
と
の
連
携
を
軸
に
活
動
し
て
い

る
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「
大
人
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
勉
強
会
」
の
取
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　
「
大
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
勉
強
会
」

（
以
下
「
勉
強
会
」）
は
、
平
成
30
年
度
の

に
い
が
た
市
民
大
学
開
設
講
座
「
ロ
ボ
ッ

ト
と
生
き
る
」
の
受
講
生
に
よ
る
自
主
学

習
グ
ル
ー
プ
で
、
情
報
教
育
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
技
術
や
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。

講
師
は
新
潟
大
学
工
学
部
の
今
村
孝
准
教

〜
学
び
の
循
環
と
実
践
の
継
続
〜

〜
学
び
の
循
環
と
実
践
の
継
続
〜

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

  

新
潟
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

新
潟
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
阿
部
　
勉

阿
部
　
勉

ど
も
た
ち
か
ら
の
感
謝
に
よ
り
、
達
成
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

先
日
、
今
年
度
の
ク
ラ
ブ
支
援
が
終
了

し
、
学
校
と
勉
強
会
と
の
間
で
、
さ
っ
そ

く
来
年
度
に
向
け
た
打
合
せ
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
、
勉
強
会
で
は
新
規
の

メ
ン
バ
ー
を
加
え
た
講
座
を
始
め
る
予
定

で
、「
学
び
の
循
環
と
実
践
」
の
継
続
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
「
学
び
の
循
環
と
実
践
」
が
多

く
の
場
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
各
団
体
・
グ

ル
ー
プ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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第32回全国公民館セミナー開催要項
❶テーマ「新しい公民館のカタチ〜コロナに負けない公民館活動〜」
❷定員：70人　❸会期：令和3年1月20日（水）〜22日（金）
❹会場：国立オリンピック記念青少年総合センター
❺プログラム：

【1日目】⑴これからの公民館運営を考える。／コーディネー
ター：牧野 篤氏（東京大学教授）／ゲスト：上田 假奈代氏（特定
非営利活動法人こえとことばとこころの部屋代表）、南 信乃介
氏（那覇市繁多川公民館館長）⑵文部科学省の公民館をめぐる
動き／横井 理夫氏（文部科学省総合政策局地域学習推進課長）

【2日目】⑴お笑い芸人に学ぶコミュニケーション術／わさび
（お笑い芸人）、ピーチキスけん（お笑い芸人）⑵ワークショップ

「新しい時代の講座づくり」／宮城 潤氏（若狭公民館長）
【3日目】⑴集中講義「公民館を地域づくりの基盤に」／牧野 篤
氏（東京大学教授）

新潟県公民館連合会公民館だより編集委員会
❶日時：令和3年2月3日（水）　13：30〜16：00
❷会場：新潟市中央公民館301講座室
❸内容：⑴令和3年度公民館だよりの編集について
　　　　　①市町村執筆担当の確認　②特集執筆者の選定
　　　　　③紙面構成の検討　　　　④データ配信について

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　
　

下
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

副
参
事　

五
十
嵐
一
樹

　

私
は
、

こ
の
４

月
か
ら

現
在
の

職
場
に

お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
は
中
学
校

教
員
で
す
が
、
教
員
生
活
も
あ
と
４

ば
、
質
問
や
意
見
を
表
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
大
人
数
で
は
発
言
が

苦
手
な
私
の
よ
う
な
気
の
小
さ
な
者

で
も
、
む
し
ろ
参
加
し
や
す
い
気
軽

さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち

の
生
活
か
ら
多
く
の
も
の
を
奪
い
ま

し
た
が
、
反
面
、
こ
れ
を
克
服
し
て

生
き
抜
く
取
組
は
、
多
く
の
新
し
い

可
能
性
を
導
き
出
し
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
可
能
性
を
、
こ
の
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
に
携
わ
る
中
で
少
し
で
も
広

げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可

能
性
で
す
。
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い

た
研
修
会
の
多
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
数
か
月
の
間
に
い
く
つ
か
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
の
で
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と

し
だ
い
に
楽
し
く
な
っ
て
、
環
境
整

備
等
は
必
要
と
な
る
も
の
の
、
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
場
合
、
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
も
で
き

ま
す
し
、
チ
ャ
ッ
ト
の
機
能
を
使
え

年
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
、
生

涯
学
習
・
社
会
教
育
に
携
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

様
々
な
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、制
限
は
あ
る
も
の
の
、

感
染
予
防
対
策
を
と
り
、
事
業
は
実

施
で
き
て
い
る
の
で
、
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
こ
れ
か

ら
も
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
に
生
か
せ
る
こ
と
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー

ル
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。「
学
校
を

開
く
」
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
住

民
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
学
校
に
行

く
環
境
づ
く
り
が
大
切
。『
学
社
融

合
』
に
、
そ
の
扉
の
鍵
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

年
末
、
町
内
の
小
学
校
で
保
護
者

の
お
母
さ
ん
た
ち
と
担
当
の
推
進
員

が
「
お
正
月
の
し
め
縄
飾
り
作
り
」

の
講
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
講
師

は
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
で
す
。
校
長
先

生
も
教
室
使
用
を
快
諾
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
学
校
を
核
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
小
さ
な
一
歩
を
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

校
支
援
に
関
連
す
る
講
座
を
公
民
館

等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
気
軽
な
研
修
で
す
が
、

本
当
は
学
校
で
行
い
た
い
事
業
で
す
。

　

学
社
融
合
の
先
進
地
習
志
野
市
の

秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
30
年
近

く
協
働
活
動
の
実
践
を
続
け
て
い
ま

す
。
ベ
ー
ス
は
空
き
教
室
で
の
生
涯

学
習
で
す
。
秋
津
小
学
校
の
元
校
長

宮
崎
稔
さ
ん
は
著
書
「
学
校
も
地
域

も
ひ
ら
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス

ク
ー
ル
」
で
、「
自
分
の
地
域
や
地

域
の
子
ど
も
を
そ
し
て
自
分
自
身

を
、
学
校
と
い
う
場
で
自
分
ら
し
さ

を
発
揮
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

　

今
年
度
、
聖
籠
町
で
は
『
地
域
学

校
協
働
本
部
』
が
設
置
さ
れ
、
地
域

総
が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、「
学
校

を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
様
々

な
制
約
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
支
援

の
実
績
を
土
台
と
し
、
200
名
を
超
え

る
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
皆
さ
ん
の
支
え
で
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

初
年
度
の
取
組
に
、『
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
』
が
あ
り
ま
す
。「
読
み
聞
か

せ
」「
町
の
歴
史・昔
の
暮
ら
し
」「
フ

ラ
ワ
ー
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
と
、
学

「地域学校協働活動初年度
〜地域と学校をつなぐ〜」

聖籠町地域学校協働活動
　統括推進員　澁谷　哲
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下越地区公民館職員研修会
令和２年度

開催

学長賞授賞式

展示「おなかの仕組みをみてみよう」

みそ玉作り親子で室内フォトオリエンテーリングにチャレンジ

朝ごはん作り調理実習の様子会場・オンライン参加あわせて 33 名が参加しました。

読書おたよりコンクール表彰式

No.810� 令和2年12月25日

●
４
Ｆ
研
修
室

▼�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

�「
親
子
で
家
族
で
個
人
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
！　

生
活
習
慣
向
上
講
座
」

▼
婦
人
連
盟

　
「
子
育
て
座
談
会
」

▼
新
潟
中
央
ヤ
ク
ル
ト
㈱

　
「
お
な
か
元
気
教
室
」

▼�

下
越
・
新
潟

地
区
社
会
教

育
主
事
等

会
・
生
涯
学

習
協
会

　

�

オ
ン
ラ
イ
ン

家
庭
教
育
講

演
会
「
そ
し

て
パ
パ
に
な

る
〜
父
親
の

子
育
て
支
援

を
考
え
る
〜
」

　

�

講
師
：
京
都
光
華
女
子
大
学
准
教
授

　
　
　
　

松
本
し
の
ぶ
さ
ん

●
１
Ｆ
屋
内
イ
ベ
ン
ト
広
場

▼�

ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト

　

�

保
存
食
「
み

そ
玉
」
作
り

▼�

新
潟
中
央

ヤ
ク
ル
ト
㈱

　

�

展
示
「
お
な

か
の
仕
組
み

を
み
て
み
よ
う
」

▼
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　

創
作
活
動
「
き
ら
き
ら
シ
ャ
ボ
ン
玉
」

▼
県
少
年
自
然
の
家

　
「
室
内
フ
ォ
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

●
２
Ｆ
調
理
実
習
室

▼
婦
人
連
盟

　
「
朝
ご
は
ん
作
り
の
実
習
・
非
常
食
の
展
示
」

▼
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　
「
み
そ
玉
作
り
の
実
習
」

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
「
非
常
食
の
展
示
」

◦�
中
高
生
Ｐ
０
Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

◦�

Ｂ
Ｓ
Ｎ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
表
彰
式

◦�

Ｐ
Ｔ
Ａ
実
践
発
表
（
２
校
）

　

�

見
附
市
立
田
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

�「
保
護
者
・
子
ど
も
た
ち
で
取
り
組
む
『
メ

デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』」

　

燕
市
立
燕
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
「
脳
を
育
て
る
み
ん
な
の
眠
育
」

◦�

い
き
い
き
県

民
カ
レ
ッ
ジ

表
彰
式

　

�

県
民
カ
レ
ッ

ジ
奨
励
賞（
学

長
賞
）
は
受

賞
者
総
数
44

名
で
当
日
の

参
加
者
は
８

名
で
し
た
。

に
い
が
た
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

　

〜
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
〜

　
「
に
い
が
た
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
〜
県

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
〜
」
が
11
月
22

日
㈰
に
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市

中
央
区
上
所
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

●
午
前

◦
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
会
式

◦�

読
書
お
た
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
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基調講演会会場の新潟県立少年自然の家

ハウスゲーム

フォトオリエンテーリング

講師：菊地 直和 さん

No.810� 令和2年12月25日

●
基
調
講
演「
コ
ロ
ナ
禍
と
向
き
あ
う
食
育
」

　

講
師
：
竹
下
和
男
さ
ん

　
「
子
ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
提
唱
者

令
和
２
年
度 

下
越
地
区
公
民
館
職
員

研
修
会

　

下
越
地
区
公
民
館
職
員

研
修
会
が
令
和
２
年
11
月

26
日
㈭
に
胎
内
市
の
県
立

少
年
自
然
の
家
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

●
開
会
式

開
会
の
あ
い
さ
つ　

下
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課　

伊
藤
課
長

●
研
修
①
「
研
修
講
座
の
作
り
方
」

　

フ
ォ
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
ハ
ウ

ス
ゲ
ー
ム
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
体
験
し

ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
留
意
点
等
に
つ
い

て
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
研
修
②　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
い
方

　

講
師
：�

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー　

菊
地
直
和
さ
ん

　

本
日
の
ね
ら
い
は
、「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
体
験　

参
加
で
き
る
。
主
催
し
て
み
る
。」
で
し
た
。

　

資
料
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
基
本
操
作
」
に
沿
っ

て
体
験
し
ま
し
た
。

●
参
加
し
よ
う

①�

サ
イ
ン
ア
ッ

プ
か
ら
サ
イ

ン
イ
ン
ま
で

②�

ア
プ
リ
の

起
動

③�

ホ
ー
ム
画
面

の
確
認

④�

設
定
画
面
で

ビ
デ
オ
と
音

の
テ
ス
ト

⑤�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
１
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
で
参
加

⑥
チ
ャ
ッ
ト
：
テ
キ
ス
ト
＋
画
像
を
送
る

⑦
画
面
共
有
＋
チ
ャ
ッ
ト
で
交
流

⑧�

画
面
共
有
：
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
描
く

→
共
同
で
付
け
足
す

⑨
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
終
了

⑩�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
で
参
加

⑪
名
前
の
変
更

⑫�

ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
体
験
（
し
り

と
り
を
し
ま
し
た
）

⑬
画
面
共
有

●
主
催
し
よ
う

①�
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
（
チ
ャ
ッ
ト
、

画
面
共
有
の
練
習
）

②
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
了
す
る

③�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
予
約
す
る
（
設
定
、

変
更
、
削
除
）

④�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
招
待
す
る
（
予
約
し
た

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
事
前
に

招
待
す
る
）

⑤�

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
始
め
る

（
チ
ャ
ッ
ト
、

画
面
共
有
の

練
習
）

⑥�

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
終
了

● 

情
報
交
換
「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働

の
中
で
公
民
館
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
？

　

�

参
加
市
町
村

の
実
態
や
取

組
に
つ
い
て

情
報
を
交
換

し
ま
し
た
。

●
参
加
者
の
感
想

◦�

情
報
交
換
で

は
、
他
市
町

村
の
状
況
・

活
動
内
容
、

参
考
に
な
っ

た
。
今
日
学

ん
だ
こ
と
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

◦�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
研
修
を
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
ス
マ
ホ

と
Ｐ
Ｃ
で
は
使
え
る
機
能
に
か
な
り
差
が

あ
る
こ
と
、
使
用
方
法
も
か
わ
っ
て
く
る

こ
と
が
学
べ
て
よ
か
っ
た
。
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

No.810� 令和2年12月25日

シ
ニ
ア
コ
ー
ス

　
「
料
理
教
室
は
女

性
ば
か
り
で
参
加

し
に
く
い
！
」
そ

ん
な
声
に
お
応
え

し
て
定
期
開
催
し

て
い
る
男
性
限
定

料
理
講
座
で
は
回

を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
が
増
え
て

お
り
、
シ
ニ
ア
男

性
の
料
理
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が

窺
え
ま
す
。「
料
理

が
好
き
」「
一
人
暮

ら
し
に
な
っ
た
時

に
備
え
た
い
」「
家

族
に
振
る
舞
い
た
い
」
な

ど
参
加
理
由
は
様
々
で
す

が
、
ベ
テ
ラ
ン
講
師
の
や

さ
し
い
レ
シ
ピ
で
参
加
者

全
員
が
立
派
に
料
理
を
仕

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
秋
は
お
店
に
も

並
べ
ら
れ
そ
う
な
手
作
り

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
た
ま
に
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
す
が
、
講
師
の
「
料
理
に
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
来
た
も
の
が
あ
な
た
の
レ
シ
ピ
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
力

に
変
え
て
メ
キ
メ
キ
上
達
し
て
い
ま
す
。

ル
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
会
科
見
学
ツ
ア
ー
！
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
講
師
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
通
じ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街

並
み
や
観
光
名
所
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際
の
映
像

は
ま
る
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
、
リ
ア
ル

な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
様
子
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
、「
行
っ

て
み
た
い
！
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

エ
イ
ジ
レ
ス
コ
ー
ス

　

釣
り
初
心
者
向

け
に
開
催
し
た「
は

じ
め
て
の
釣
り
講

座
」
で
は
市
内
在

住
の
釣
り
愛
好
家

を
講
師
に
迎
え
、

講
義
と
実
践
で
釣

り
を
学
び
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
は
じ
め

釣
竿
の
使
い
方
、

針
や
餌
の
取
り
付

け
方
な
ど
の
基
本

か
ら
、
柏
崎
で
は

ど
の
季
節
に
ど
の

よ
う
な
魚
が
釣
れ

る
の
か
も
紹
介
も

し
て
頂
き
、
早
く
釣
り
に
行
き
た

い
！
と
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
る

講
義
で
し
た
。
満
を
持
し
て
迎
え

た
実
践
で
は
参
加
者
全
員
が
魚
を

釣
る
こ
と
が
で
き
、
釣
っ
た
魚
の

数
や
大
き
さ
を
競
う
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

柏
崎
公
民
館
講
座

　

市
民
の
学
習
意
欲
の
向
上
、
興
味
関
心
の
目
覚
め
や
発
展

を
促
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
講
座
は
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
夏
休
み

や
冬
休
み
を
中
心
に
開
催
す
る
「
子
ど
も
向
け
コ
ー
ス
」、

高
齢
者
向
け
の
「
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
」、
年
齢
を
問
わ
ず
受
講

で
き
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
シ

ニ
ア
コ
ー
ス
と
エ
イ
ジ
レ
ス
コ
ー
ス
で
は
通
年
で
講
座
を
開

催
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
３
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
81
講
座

を
開
講
、
１
，
５
３
９
人
の
方
か
ら
受
講
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
実
施
し
た
講
座
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
向
け
コ
ー
ス

　

例
年
、
料
理
・
工
作
・

科
学
実
験
な
ど
の
体
験
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
夏
休
み
は
感
染
症

対
策
の
た
め
開
催
を
断
念
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に

学
習
機
会
を
与
え
た
く
、

自
宅
で
参
加
で
き
る
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。そ
の
名
も
バ
ー
チ
ャ

「
柏
崎
公
民
館
講
座
」 

柏
崎
公
民
館
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サークル
交流

No.810� 令和2年12月25日

五泉市生涯学習課 村松事務所 
生涯学習係
 係長　小熊　伸 さん

　なんといっても「晴れ男！」、愛
車はいつもピッカピカ、村松公民
館の小熊係長を紹介します。

　村松公民館に配属されて今年で３年目。小熊係長
が担当する行事やコンサートで、雨に見舞われたこ
とはありません。コンサート前日に傘袋の準備など、
備えをするものの、当日は天候に恵まれ、主催者側
も演者側も、なによりお客様もとても助かります。
今後も係長の晴れ男パワー！に期待しています。
　今年はコロナ禍のため、例年とは違う仕事へのア
プローチが求められました。「何ができるか」を一
緒に考え相談にのってくれました。地元飲食店を応
援しようと、率先して外食し体重増加…そんなこと
もありましたが、今はダイエットにも成功。
　話題はつきず、職場を明るい雰囲気にしてくれる

“うちの係長”。
　これからもよろしくお願いします。
　  　〔五泉市生涯学習課 村松事務所 生涯学習係
 　藤間 伸子 記〕

阿賀野市生涯学習課笹神ふれあい会館
 主事　中村　心 さん

　笹神ふれあい会館の中村心さんを紹介します。
　中村さんは採用されてから２課目の異動で、昨
年10月から生涯学習課に勤務している、フレッ
シュな青年です。施設管理や他事業をこなしなが

ら、毎年５月に行われる成人式の担当を受けもちました。コロナ渦
を受け延期となってしまいましたが、持前の新しい視点と行動力を
発揮し、実行委員と様々な意見交換を行い、無事に動画を作成し
11月22日配信することが出来ました。初めての試みでしたので大
変だったとは思いますが、他では出来ない事業を実施することがで
き、苦と思わず、いい経験が出来ましたと、目を細めていたのは頼
もしい限りです。
　社会教育の現場は、地域のニーズをキャッチし具体化していくこ
とが業務でもあります。中村「心」と書いて「まこと」と読みます。
まことの心で、阿賀野市の社会教育の現場を見つめ、これからも盛
り上げていただきたいと思います。 〔安田公民館　小林 英伸 記〕

ら
場
所
を

高
田
城
址

公
園
オ
ー

レ
ン
プ
ラ

ザ
に
移
し

て
月
２
回

活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ほ
と
ん

ど
が
初
心

者
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
音
階
、
テ
ン
ポ
の

基
本
を
大
切
に
、
き
れ
い
な
音
を
め

ざ
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
で
は

コ
ー
ド
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
バ
ス
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
加
え
た
本
格
的
な
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
と
し
て
、
童
謡
、
唱
歌
、
叙
情
歌
、

歌
謡
曲
な
ど
数
多
く
の
曲
を
レ
パ
ー

ト
リ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」
の
古
関
裕
而
の
楽
曲
を
取
り
入

れ
、
来
年
３
月
の
発
表
会
に
向
け
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
も
ハ
長
調
の
ほ
か
、
イ

長
調
を
加
え
ま
し
た
。
吹
き
吸
い
の

楽
器
な
の
で
呼
吸
法
が
健
康
に
よ
く
、

シ
ニ
ア
に
と
っ
て
最
高
の
楽
器
で
す
。

　

先
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
地
域
に

元
気
を
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。
元
気
！

ス
マ
イ
リ
ー
！

�（
ハ
ー
モ
ニ
カ
指
導
員�

市
川
昭
雄�

記
）

磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
十

名
、
特
に
長
老
が
元
気
で
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
は
佐
渡
俳
句
協
会
の
第
１

回
吟
行
大
会
が
あ
り
、
地
元
と
し
て

積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
11
月
に
は
相
川
地
区
美
術

展
が
あ
り
「
あ
ゆ
か
わ
」
の
会
員
も

作
品
を
２
点
出
品
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
五
行
先
生
に
よ
る
「
俳
句
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
を
今
年
初
め
て
設
け
て
、

一
般
の
人
か
ら
も
俳
句
を
作
っ
て
も

ら
い
、
会
場
に
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
初
め
て
で
心
配
し
ま
し
た
が
、

小
中
学
生
の
親
子
の
参
加
が
何
組
も

あ
り
、
早
い
添
削
に
喜
び
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
来
春
は
「
ひ
な
ま
つ

り
吟
行
」
も
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
代
表�

絹
沢
裕
子�

記
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

ハ
ー
モ
ニ
カ
倶
楽
部

ス
マ
イ
リ
ー 

（
上
越
市
）

　

上
越
で
は
め
ず
ら
し
い
複
音
ハ
ー

モ
ニ
カ
倶
楽
部
で
す
。
60
代
〜
80
代

の
13
人
で
活
動
し
て
お
り
、
今
年
で

活
動
を
始
め
て
７
年
に
な
り
ま
す
。

楽
し
さ
と
笑
顔
で
歩
も
う
と
、
サ
ー

ク
ル
の
名
称
を
「
ス
マ
イ
リ
ー
」
と

し
ま
し
た
。
始
ま
り
は
市
内
の
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
し
た
が
、
８
月
か

五
七
五
を
楽
し
む

あ
ゆ
か
わ
句
会 

（
佐
渡
市
）

　

句
会
名
の
「
あ
ゆ
か
わ
」
は
風
土

記
に
出
て
い
る
「
相
川
は
も
と
鮎
川
と

書
け
り
」
か
ら
付
け
た
と
聞
き
ま
し

た
。
昭
和
五
十
五
年
の
発
足
で
す
が
、

当
時
を
知
る
会
員
は
今
は
い
ま
せ
ん
。

　

数
年
前
か
ら
赤
塚
五
行
先
生
（
俳

誌
『
朱
鷺
』
主
宰
、
新
潟
日
報
や
佐

渡
テ
レ
ビ
の
選
者
）
に
講
師
を
お
願

い
し
、
会
員
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

ま
す
。

　

家
族
の

よ
う
な
温

か
さ
と
優

し
さ
に
あ

ふ
れ
た
句

会
で
毎
月

１
回
、
１

人
七
句
の

投
句
で
切

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見
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「
文
芸
し
ば
た
」
第
46
号
は
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・

随
筆
・
小
説
の
６
部
門
合
わ
せ
て
131
人
の
方
々
か
ら

352
点
の
作
品
が

紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
文
芸
む
ら
か
み
」
第
11
号
は
随
筆
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
・
詩
・
コ
ン
ト
・
特
別
寄
稿
で
134
点
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま

た
、
文
芸
む
ら

か
み
連
続
投
稿

者
一
覧
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
75
歳
で
す
が
、

56
歳
の
時
に
脳
出
血
を
患
い
、

右
半
身
に
大
き
な
ま
ひ
を
抱

え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大

好
き
の
私
で
し
た
の
で
、
半

身
不
随
は
耐
え
難
く
暗
闇
で

も
が
く
日
が
続
い
た
中
、
同
病
の
仲
間
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
挑
戦
の
気
持

ち
で
臨
ん
だ
所
、
的
を
射
る
快
感
が
心
地
よ
く
、
何

と
、
吹
矢
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
大
会

に
も
出
場
し
、
賞
を
得
、
公
認
指
導
員
の
資
格
も
と

り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
の
声
を
受
け
、ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
の
ク
ラ
ブ
、
愛
好
会
も
で
き
、
指
導
に
当
っ

て
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
で
成
績
も
向
上
し
、
楽

し
く
元
気
に
吹
矢
を
す
る
の
を
見
る
と
、
身
体
の
不

自
由
な
私
も
、
元
気
が
湧
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
川
柳
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
川
柳
は
世

の
こ
と
、
人
の
こ
と
を
少
し
斜
か
ら
詠
む
の
で
、
読

む
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
詠
む

の
で
、
仲
間
も
み
ん
な
楽
し
い
人
ば
か
り
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
世
の
中
暗
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
も
の
を
詠
み
、
共
々
元

気
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
も
楽
し
い
で
す
。
老
齢
に
な
る
と
活
動

が
に
ぶ
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
が
、
昔
の

こ
と
を
な
つ
か
し
み
、
カ
ラ
オ
ケ
す
る
の
も
い
い
で

す
ね
え
。
カ
ラ
オ
ケ
は
、
精
一
杯
声
を
出
す
の
で
健

康
に
も
良
く
元
気
が
出
ま
す
。

　

ど
う
か
み
な
さ
ん
も
、
趣
味
を
生
か
し
、
仲
間
と
睦

み
、
楽
し
く
元
気
の
よ
い
生
活
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
趣
味
を
生
か
し
て

仲
間
と
活
動
」

小
山　

泰
正
（
村
上
市
）

　

今
年
も
早
い
も
の
で
師
走
を
迎
え
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
予
想
だ
に
し
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
、
世
界
史
に
も
残
る
よ
う
な
１
年
で
し
た
。

　

来
年
は
丑
年
で
す
。
干
支
の
意
味
を
調
べ
た
ら
、
う
し
は
粘
り
強
さ

と
誠
実
の
象
徴
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
来

年
こ
そ
は
、
新
し
い
日
常
を
粘
り
強
く
続
け
、
１
日
も
早
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
い
、
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。�

（
広
瀬
）

恵
贈
資
料
紹
介
「
文
芸
し
ば
た
」
第
46
号  

「
文
芸
む
ら
か
み
」
第
11
号


